
 

 

テレマティクス端末の配備について 

 

日本郵便（株）信越支社要員集配部は、本日（7月 16日）「テレマティクス端末の

配備」について地方本部に説明してきました。 

 

 標記概要は、佐久局においてテレマティクス端末を利用し、取得・蓄積データから

「配達コミュニケーション支援ツール（Dcat）」により詳細分析を行い、通集配区お

よび混合区の見直しを行うためテレマティクス端末の配備をするというものです。 

 また、安全管理機能を活用し、交通事故防止につとめるとしています。 

 

１．実施局 

   佐久郵便局 

 

２．端末傾向実施期間 

   2020年 7月 16日（木）以降、準備できしだい 

 

３．配備端末について 

   集配区画見直しのため他局（旧支店）に配備されている不稼働端末を佐久郵便

局へ移動し、有効活用する。 

  《参考》 

   ・端末移動台数（7月 13日現在） 

     長 岡 局・・・6台 

     長岡西局・・・9台 

     糸魚川局・・・6台   計 21台 

    なお、本社と調整のうえ、他支社からの移動により今後増える可能性もあり

得るとしています。 

 

 地方本部では、今回佐久局を選定した理由を資したところ、佐久局の第一集配営業

部では、班単位での超勤実態にアンバラがあり、早急に混合区を含めた集配区画の見

直しを行う予定があるためとしています。 
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